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強 放 射 性 鉱 物




















































































































































































不 変 端: 酸 化 帯
方 面麻 畑 210(12 -LB(48.6)- A(56.0)16.15j=0.9】6.891:7.05＼､Cのautunite(約5)2320土121
)-0.30圭一.朗
押 合 A5(12.8)->lOle(0.36) lola(0.49) 101b(0.85)
､ 10lb.(約40)-2.43土0.6








































これらの実験は反跳現象が 234U と23BU の分別の重要
な原因であって,これに種々の地質条件が加わる事によ
って,分別の起 り具合が違って来る事を指摘している.































鉄 ト ー ル 石
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(∴ ,' ‥ ∴ -こ)
と実験の結果得た Ac印 と比較すれば,交換率は

















































300 ≧ ? r ?
試料は全てU234/U235-1,溶液中(17oNa2CO3)ではA.-3.1±0.1,*C｡-0.107の時に換算した値,
Tピッチブレンドと岩石の混合物,A'-1士0･1(全ての実験),**Tl/2は半分だけ交換が行われるに要する時間,













































































































103年 という結果を得た.又!J三成当時の 234U:23BU を
















































票警護警 Eca c窒 !昌ラ義 r14C年代







































































































ratio23LIU/235Uinaqueousextractsfrom uraniur n -
phosphate-zirconium ol･eSWith consideration or
theirformation.At.Energ.(USSR)13(6),600-602.
TIIURBER,D.L.(1962).Anomalous234U/235U in
nature.J.Geophys.Res.67,4518･4520･
梅本春次(1964).ウラン鉱床における 234U/23弓U につい
て.地球化学討論会(1964).
UMEMOTO,S.(1965).234U/23⇒U inseawaterfrom
Kuroshioregion.J.Geophys.Res･70(inpress)A
